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タイトル 

糖尿病罹患高齢者の健康関連 QOL (HRQOL) は合併する慢性疾患や老年症候群と独立し

て低下している：藤原京スタディ 
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本文 

背景：高齢者の糖尿病が慢性疾患や老年症候群と独立して健康関連 QOL（HRQOL）低下に関

連しているか否かを検討した研究は極めて乏しい。 

方法：65 歳以上の高齢者 3,946 人を対象に、自記式質問紙と面接調査で糖尿病と慢性疾患およ

び老年症候群に関する病歴を得るとともに、HbA1c と血糖値の血液検査を実施した。HRQOL

は SF-36（包括的健康関連 QOL 評価尺度）を用いて評価し、低 HRQOL に関する調整オッズ比

と 95％信頼区間を多重ロジスティック回帰分析で算出した。 

結果：全対象者のうち 3,521 人は医師から糖尿病と診断されたことはなく、そのうちの

HbA1c<5.7%であった 2,345 人を基準群とした。HbA1c ≥5.7% かつ HbA1c <6.5% であった

1,029 人の基準群に対する低 HRQOL の調整オッズ比を慢性疾患、老年症候群やその他の交絡要

因を調整して求めたところ、SF-36 の 3 種類の component summary である PCS（身体的側面

の健康観）、MCS（精神的側面の健康観）、RCS（役割/社会的側面の健康観）のいずれも有意

な上昇はみられなかった。しかし、医師に糖尿病と診断されているかまたは HbA1c ≥6.5%であ

った 572 人の糖尿病群では、PCS に関する調整オッズ比は 1.48 (95% CI 1.18-1.84)と有意に高

値であった。一方、糖尿病と診断され治療をしていた 425 人では、血糖コントロール、治療方法、

罹病期間の違いにより PCS、MCS、RCS で低 QOL に関する有意なオッズ比の上昇はみられな

かった。 

結論：糖尿病罹患高齢者の身体的 QOL は慢性疾患や老年症候群と独立して低下していた。 
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